
今回の私の一般質問は
・有害鳥獣対策について
・保育園、幼稚園、小中学校の施設について
 を取り上げさせていただきました。

　今年は９月の台風18号、そして先日の台風21号と、皆さま大変ご苦労されたことと思います。
私も地域みんなで、ポンプを稼働しての排水に夜な夜な取り組んで、地域を守っていることに、本当に感謝
しています。

　そして、防災の必要性を痛感しています。今後とも、災害情報の伝達の問題・避難所の問題・避難方法の
問題に、しっかり取り組んでいきます。

　また、油杉川の排水の問題・干田川の排水の問題にも、
しっかり取り組みたいと思います。

　排水は、農地を守るだけでなく民家を守る、人の命を守って
いるのですから、その必要性をしっかり声を上げていきます。

　今年は10月から雨が続き、やっと月末になって稲刈りがで
きました。

　こんな年は初めてです。皆さまもきっとご苦労されている
ことと思います。

　金色に輝く田んぼは、実に見事です。大好きです。
この景色を守り、繋げていかなければいけない責任を感じて
います。

　10月15日から長船公民館で、『第31回備前長船菊花展』
が開催されています。今年もすばらしい作品が集まってい
ます。
　菊は冬の土づくりから始まって、春から冬至芽を育てま
た、さし芽をし、一年かけて大事に育てます。
　つぼみの時、咲き始め、満開と様々な顔を見せてくれま
す。11月17日まで開催しています。ぜひ、何度でも見にお
出かけください。
　今年も【磯上菊づくりを楽しむ会】では、ステキな集団花壇
を出展しました。今年のテーマは、『いそかみの滝』です。
真っ白い滝が現れる予定です。楽しみにしてください。

　今回も私の拙い行政報告にお付き合いいただきまして、
ありがとうございます。
　もっともっと勉強して頑張りますので、ぜひ皆様の感想
等、何かの折に声をかけてやってください。よろしくお願
い致します。

　私も、お恥ずかしい限りではあります
が、今年は【だるま】といって、 3 本組の
低い菊を出品しています。

　ご報告が遅くなり、本当に申し訳ありません。この２期目
から、新しい会派を八日市の竹原議員と創りました。

　会派の名前は　【創流クラブ】です。この会派の想いは、

市民の声を第一に、創造性を大切にした政策提案で、
議会に新しい流れを創り出す　

という想いで立ち上げました。
　昨年の途中から、賛否の公表をご覧いただいている方はお
気づきだと思いますが、会派の中で賛否が納得いかないこと
が多々ありました。
　皆さまの代表として議会に出させていただいている以上、
皆さまに説明ができないようなことはしたくない、という想
いがつのり、決心しました。
　今では会派の中で納得いくまで議論を重ねることができる
ようになりました。
　今後とも、力強いご支援を何卒、よろしくお願いいたします。

《くさかとしこの主張！》
やっと、伐採してもらえました。

くさかとしこの一言！ １１月から長船駅に市営バスが乗り入れることになっています。 現在でも備前市の市営

画が進んでいますが、優先順位を考えて、まず駅前ロータリーの整備に取り組むよう要望していきます。

バスが乗り入れており、そうでなくても狭いロータリーがますます混雑するのではないでしょうか？ 駅前整備の計

　長船駅の自転車盗は防犯カメラを設置しても
なかなか効果がでていない状況です。
　手前の木の下部の枝を伐採して死角をなくし
てはどうかということを強く要望していました。

　ずいぶんと見晴らしがよくなりました。
これで、自転車盗の防止になることを
期待します。
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　今議会で問題になった予算は、邑久の学校給食調理場の来年度からの委託の予算です。
私は、平成26年の11月議会で邑久学校給食の米飯炊飯の委託に反対し、修正案を提出しました。
その後27年度から米飯炊飯が民間に委託されました。
　私はその後も邑久の米飯メニューのお粗末さを指摘し、米飯委託ではなく調理場で米飯炊飯すべき
だと主張してきました。
　今年の夏休みに、故障していた邑久の米飯炊飯システムが改修され来年度から、給食調理場でまた
米飯炊飯ができる予定です。
　がここで来年に向け、調理場の人員が確保できないという理由で、調理・配送・洗浄業務を民間委
託する予算5,500万円が提出されました。
　これについては、苦渋の選択ですが賛成しました。献立、食材の発注は今まで通りで、民間業者が
給食調理場に入って作業するのです。
　ただ気になるのはこのことが発端となって、
なし崩し的にほかの地域も委託になるのではな
いかということです。
　今回の委託の予算は5,500万円、決して安く
はありません。
また、他の地域では人手不足も発生していませ
ん。　
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く さ か　と し こ

直営の給食調理場を残しておかないと、

災害や突然の事態があった時に、対応が

できないと思うのです。

給食というのは、毎日です。

お休みは許されないのです。

★９月議会での行政報告をまず最初にさせていただきます。
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【くさかとしこ】の一般質問を通して

　コンビニ交付とは、住民票・印鑑証明書・課税証明書が、コンビニエンスストアで取得でき
るようになるサービスです。
　コンビニ交付を利用するには、マイナンバーカードが必要です。
　瀬戸内市でも、来年１月中旬から導入予定です。９月議会に、コンビニ交付の手数料を市役
所窓口より１００円安く３００円に設定する条例が提出されました。

　今年度から、猟期中の狩猟捕獲に対して

も補助金が出るようになり、飛躍的に捕獲

数が増えることを期待しています。

　捕獲物は、本市では、捕獲者に自己責任

で適切な処理が求められています。これで

は、せっかく対策が強化されても、捕獲が

進まないと思うのです。

　他市では焼却か分解処理がなされています。

　８月に備前市の有害鳥獣処理施設に視察

に行ってきました。

　また、福知山市では近隣の舞鶴市・綾部

市と３市で共同の利用施設である中丹地域

有害鳥獣処理施設を運営されています。平

成28年度は年間 7,000頭を処理したとのこ

とです。

　本市でも、早期の有害鳥獣処理施設の整

備が必要と考えます。

　窓口では、一通発行するのに、850円の経費がかかるところ、受益者負担の観点から半額の
400円を負担してもらっています。
　かたや コンビニ交付は、1件当たり900円かかり、導入経費まで含めると3450円もかかるとの
ことです。
　しかしコンビニ交付を普及させるために、窓口よりも100円安い手数料を設定するというの
です。あくまで、政策としての判断だという説明です。
　近隣市町村の手数料をみても、窓口の400円というのは、実はいちばん高い設定です。

　今後のスケジュールは、通信テストを10月中旬から行う予定で、３回の通信テストを経て、
来年１月10日ごろコンビニ交付サービス開始の予定です。300円が認められなかった場合は、
400円の手数料でコンビニ交付を開始することになるとのことです。

　市長に、窓口は受益者負担の概念から400円、コンビニ交付の手数料は、政策的な判断で窓
口よりも100円安い300円、ということが整合性がとれない。住民サービスの観点から窓口の手
数料も下げるべきではないかということを主張しました。
　市長からは、コンビニでの利用状況を見ながら、窓口での業務負担が今後下がっていけば、
見直しをしていきたいとの返答をもらいました。

窓口の手数料の根拠と、コンビニ交付の手数料の根拠の整合性がとれないとの判断で、
まだ議論が足りないとの結論に達し、継続審査とすることにしました。

その後、９月議会閉会後の10月５日、継続審査が行われました。

ここで、政策的な部分が多分にあるので、市長に説明を求めました。

(1)有害鳥獣対策について

（２）保育園・幼稚園・小中学校の施設について

くさかとしこの一言！

★ 国府小学校 ★
出典：総務省ホームページ

　保育園・幼稚園・小中学校の修繕は現場で本当に苦労されています。

小まめな修繕をすることが、結果的には経費の節減につながることもあると考えます。

そこで、下記の提案をさせていただきました。

　・ 修繕を専門とする担当者を置くことはできないか。（工務員）

　・ 施設整備をどこかの工務店に委託することはできないか。

　・ 他市のように建築技師を配置した営繕部門を作り、公共施設全般の保守管理・建築関係の

　　 チェックまで、できるようにしたらどうか。

　ぜひ、前向きに検討していただきたいと思います。

その後、10月24日に

臨時議会が開催され、

賛成多数で可決しました。

★コンビニ交付について★
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　小中学校では、支援の必要な子どもたちが増え、教室が不足している状況があります。

　これは、岡山県としても重大問題としてとらえている問題です。急に増えたわけではな

く、保護者に理解が拡がったためです。支援の必要な子どもたちにとって早期の療育がどん

なに大切かという理解が広がってきたためです。

　早期に学校現場とヒアリングをし、しっかりした対応をすべきではないかと主張しました。

　教育次長からは、『４月に向け、子どもたちに影響が出ないよう、遅れないよう対応していく。』

という回答をいただきました。早期の対応を求めます。

　　ちなみに、右は国府小学校の校舎です。

　現在支援の必要な子どもたちの教室が３つあり、

　来年には、不足することが見込まれています。

　　四角く囲った部分が、最良の増設スペースだと

　思うのですが。


